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荒
波
茂

　
２
０
１
１
年
９
月
2
4
日
か

ら
２
日
間
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
主

催
の
も
と
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ

の
旧
首
都
で
あ
る
ア
ヌ
ラ
ダ

プ
ラ
市
で
仏
教
徒
の
シ
ン
ハ

ル
ー
プ
と
の
交
流
と
交
歓
を
た
。
首
都
で
あ
る
コ
ロ
ン
ボ

喜
ん
だ
。
特
に
、
日
本
か
ら
か
ら
自
動
車
で
５
時
間
あ
る

参
加
し
た
コ
ス
タ
リ
カ
国
連
い
は
汽
車
で
３
時
間
か
か
る

大
学
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
ア
ヌ
ラ
ダ
プ
ラ
市
に
ま
で
で

の
石
崎
千
里
氏
や
川
崎
医
療
あ
る
。
理
由
を
説
明
さ
れ
た
。

福
祉
大
学
の
佐
藤
康
介
氏
は

大
歓
迎
を
受
け
た
。
な
お
、

ヒ
ン
ズ
ー
教
、
仏
教
、
そ
し

て
イ
ス
ラ
ム
教
の
宗
教
施
設

ラ
人
、
キ
リ
ノ
ッ
チ
か
ら
の
の
見
学
に
す
べ
て
の
グ
ル
ー

ヒ
ン
ズ
ー
ー
教
徒
で
あ
る
タ
ミ
　
プ
の
中
学
生
が
参
加
し
た
。

ル
人
、
そ
し
て
ト
リ
ン
コ
マ
　
ち
な
み
に
、
ア
ヌ
ラ
ダ
プ
ラ

リ
か
ら
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
市
は
ア
シ
ョ
カ
大
王
の
仏
教

中
学
生
に
よ
る
男
子
の
サ
ッ
　
使
節
団
が
ス
リ
ラ
ン
カ
で
最

力
１
と
女
子
に
よ
る
ネ
ッ
ト
初
に
布
教
し
た
地
で
あ
る
。

ボ
ー
ル
の
親
善
試
合
、
各
グ
　
　
２
０
１
０
年
に
ス
リ
ラ
ン

ル
ー
プ
に
よ
る
踊
り
と
創
作
カ
政
府
内
に
社
会
統
合
省
が

劇
の
交
歓
が
行
わ
れ
た
。
　
創
設
さ
れ
た
。
目
的
は
２
０

　
タ
ミ
ル
人
の
中
学
生
は
3
0
０
９
年
の
内
戦
終
結
後
の
国

一
月
九
帽
学
ド
鮒
則

年
間
近
く
に
及
ぶ
内
戦
中
は

他
の
グ
ル
ー
プ
と
交
流
で
き

な
か
っ
た
。
イ
ス
ラ
ム
人
の

グ
ル
ー
プ
は
辺
ぴ
な
漁
村
の

た
め
に
他
の
グ
ル
ー
プ
と
の

接
触
は
な
か
っ
た
。
ど
の
グ

内
平
和
の
維
持
で
あ
る
。
最

優
先
さ
れ
る
こ
と
は
三
つ
の

グ
ル
ー
プ
の
大
融
和
で
あ

る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
主
催
の
上
記
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
は
社
会
統
合
省

の
事
務
次
官
が
出
席
さ
れ

　
「
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
大
融

和
が
我
が
国
の
最
優
先
課
題

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
大
歓
迎
で
あ
る
。

た
だ
、
政
府
主
導
で
す
る
と

タ
ミ
ル
人
や
イ
ス
ラ
ム
人
の

緊
張
が
高
い
。
海
外
か
ら
実

施
し
て
い
た
だ
く
と
各
グ
ル

ー
プ
の
警
戒
感
が
和
ら
ぐ
。

来
年
も
実
施
し
て
ほ
し
い
」

と
。
「
次
回
に
は
、
日
本
か

ら
中
学
生
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
を
遁
れ
て
き
ま
す
。
ま
た
、

ス
リ
ラ
ン
カ
在
住
の
日
本
人

の
子
ど
も
た
ち
に
も
参
加
し

て
も
ら
っ
た
ら
、
も
っ
と
効

果
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と

応
え
た
。

　
２
０
０
３
年
か
ら
２
０
０

６
年
ま
で
の
４
年
間
。
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
は
南
部
の
ハ
ン
バ
ン
ト

紛争復興刻畝ポーツ親善ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑinスリづランカ
　
サ
ッ
カ
ー
の
親
善
試
合
に
参
加
し
た
　
　
本
政
府
の
復
興
支
援

　
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
学
生
ら
　
　
　
を
決
定
し
こ
ｏ
日
本

」
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、
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を
す
る
こ
と
を
ア
ピ

－０

－Ｕ

一一Ｕ

Ｉ
タ
（
シ
ン
ハ
ラ
人
地
区
）
、

北
部
の
キ
リ
ノ
ッ
チ
（
タ
ミ

ル
人
地
区
）
、
そ
し
て
東
部
の

ト
リ
ン
コ
マ
リ
（
イ
ス
ラ
ム

人
地
区
）
に
日
の
丸
の
旗
を

掲
げ
た
巡
回
診
療
チ
ー
ム
を

派
遣
し
た
。
明
石
康
特
別
代

表
か
ら
要
請
さ
れ
た
。
フ
ル

ウ
ェ
ー
政
府
に
よ
る
内
戦
停

止
の
仲
介
の
後
を
受
け
て
日

み
は
憎
し
み
で
は
解
決
で
き

な
い
。
寛
容
な
精
神
で
の
み

解
決
で
き
る
」
と
。
２
０
１

１
年
３
月
Ｈ
日
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
の
時
に
も
ス

Ｉ
ル
す
る
た
め
」
と
。
リ
ラ
ン
カ
政
府
は
支
援
を
し

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
て
く
れ
た
。
困
っ
た
時
は
お

と
し
て
、
巡
回
診
療
互
い
さ
ま
。
相
互
扶
助
で
あ

だ
け
で
な
く
子
ど
も
る
。
世
界
で
最
も
嫌
わ
れ
て

た
ち
を
対
象
に
し
た
　
い
な
い
国
で
あ
る
日
本
の
果

健
康
新
聞
を
発
行
し
た
せ
る
役
割
は
大
き
い
。

た
。
衛
生
教
育
と
し
　
　
市
民
参
加
型
人
道
支
援
外

　
　
　
て
漫
画
を
活
用
し

　
　
　
た
。
プ
ロ
の
漫
画
に

　
　
　
関
心
を
示
さ
な
か
っ

　
　
　
た
子
ど
も
た
ち
も
、

他
の
グ
ル
ー
プ
の
子
ど
も
た

ち
が
描
い
た
漫
画
に
は
非
常

に
興
味
を
示
し
た
。
子
ど
も

に
は
子
ど
も
独
自
の
周
波
数

が
あ
る
。
大
発
見
た
っ
た
。

　
１
９
５
１
年
の
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
講
和
会
議
で
ス
リ

ラ
ン
カ
代
表
は
日
本
へ
の
賠

償
金
請
求
を
放
棄
し
た
。
「
私

た
ち
は
隣
人
で
あ
る
。
僧
し

交
に
お
け
る
中
学
生
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
は
３
点
あ

る
。
ス
ポ
ー
ー
ツ
を
す
る
喜
び
。

ス
ギ
・
Ｉ
・
ツ
に
よ
り
言
葉
を
超

え
て
異
な
る
文
化
の
中
学
生

と
交
流
す
る
喜
び
。
そ
し
て

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
国
際
平

和
に
貢
献
で
き
る
喜
び
で
あ

る
。
２
０
１
２
年
は
日
本
と

ス
リ
ラ
ン
カ
国
交
6
0
周
年
の

年
で
あ
る
。
第
２
回
の
ス
ポ

ー
ツ
親
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ぜ

ひ
と
も
成
功
さ
せ
た
い
。
（
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
）
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